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平成23年８月末現在（　）内は前月比
人　口	 33,703人	（＋41） 15歳未満	 5,425人	（＋4）

65歳以上	 5,631人	（＋35）

平均年齢	 41.30歳

　男	 16,215人	（＋9）

　女	 17,488人	（＋32）

世帯数	 12,505戸	（＋26）

9
避難訓練の実施

防災の日の９月１日、東小学校で地震と津波を想定した避難訓練が行われました。
津波が来るとの放送を聞いた児童たちは、頭をカバンや教科書で守りながら、校舎の４階へ避難しました。　（関連記事８ページ）
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漏
水
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

☆
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
夕
暮
れ
時
、
夜
間
の
歩
行
中
・
自

転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

○
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
反
射
材
の

効
果
的
な
活
用

運 動 の 重 点

  「
見
る
」安
全

　  「
見
せ
る
」安
全
　 

秋
の
夕
暮
れ

  

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、
９
月
21

日（
水
）か
ら
30
日（
金
）ま
で
、
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

運
動
の
重
点
を
守
り
、事
故
の
な
い
町
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度［
藍
住
町
敬
老
の
つ
ど
い
］を

次
の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。

日
　
時　

９
月
19
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
　
所　

町
民
体
育
館

対
象
者　

平
成
23
年
９
月
19
日
現
在

　
　
　
　

75
歳
以
上
の
町
内
在
住
者

内
　
容　

９
時
30
分
か
ら
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　

10
時
か
ら
式
典

※
中
学
校
校
舎
新
築
工
事
中
の
た
め
、
中
学

校
運
動
場
へ
の
進
入
は
、
町
民
体
育
館
東

側
道
路
の
み
と
な
り
ま
す
。
混
雑
を
避
け

る
た
め
、
式
典
終
了
ま
で
は
、
北
側
へ
出
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
送
迎
や
自
転
車
の
方
は
、
別
図
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
）

　

水
道
課
で
は
、
貴
重
な
水
資
源
の
有
効

利
用
を
目
的
に
水
道
管
の
漏
水
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
調
査
は「
音
聴
棒
」や「
漏
水

探
知
機
」な
ど
を
使
い
道
路
内
の
配
水
管

（
水
道
管
）か
ら
、
お
客
様
の
宅
地
内
に
あ

る
水
道
メ
ー
タ
ー
ま
で
昼
夜
を
問
わ
ず
行

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
が
委
託
し
た
調

査
員
が
お
客
様
の
敷
地
内
に
立
ち
入
ら

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
伺
い
し
た
際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

調
査
員
は
、
必
ず
藍
住
町
発
行
の
写
真

付
調
査
員
証
を
携
行
し
て
い
ま
す
の
で
、

不
審
と
思
わ
れ
た
場
合
は
、
身
分
証
明
書

の
提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
調
査
は
水
道
課
の
費
用
で
実
施
し

ま
す
の
で
、
お
客
様
に
調
査
費
用
を
請
求
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
屋
内
水
道

管
の
漏
水
調
査
や
水
質
検
査
、
浄
水
器
の
斡

旋
・
販
売
な
ど
は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ご
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
水
道
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

漏
水
調
査
の
結
果
、
道
路
内
で
漏
水
が
発

見
さ
れ
た
場
合
、水
道
課
が
修
理
し
ま
す
が
、

そ
の
際
に
断
水
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
調
査
期
間（
予
定
）

　

平
成
23
年
９
月
中
旬

～
平
成
23
年
10
月
下
旬　
　

問 

町
水
道
課（
６
３
７
・
３
１
３
１
）

問 

福
祉
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）

図書館

藍住中学校

送迎用駐車場
（町民プール跡地）

式典参加者用駐車場
（中学校運動場）

駐車場入口

式典参加車進入禁止

駐輪場正門

自転車、一時送迎車入口

駐輪場

一
方
通
行

送
迎
車

乗
降
場

町
民

体
育
館

西
門

進
入
禁
止

敬老のつどい
式典会場

送迎用駐車場
（役場駐車場）

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動  

第
35
回  

敬
老
の
つ
ど
い
開
催　

　

９
月
は
、
固
定
資
産
税（
第
２
期
）、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
２
期
）

の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
、
固
定
資
産
税
は
９
月
26
日
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
９
月
30
日
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で
に

　

口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

問 

税
金
は
税
務
課（
☎
６
３
７・３
１
１
７
）

　
　

保
険
料
は
健
康
推
進
課（
☎
６
３
７・３
１
１
５
）

今
月
の
税
金
と
保
険
料
の
納
付
の
お
知
ら
せ

９
月
30
日（
金
）は

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」で
す
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ハ〜イ、こくねんです！  国民年金保険料収納業務の民間委託
　日本年金機構では、国民年金保険料が納め忘れとなっている方に対する「電話や文書、戸別訪問による納付督励や保険
料の収納業務」について、民間委託を実施しています。これは、「競争の導入による公共サービスの改革に関する法律」に
基づいて、従来官公庁が行ってきた事業において民間事業者の参入機会を拡げ、民間事業者の創意工夫やノウハウの活
用により、低コストでより良いサービスの提供を目指す「市場化テスト事業」として導入されたもので、四国地区の受託
事業者は、次のとおりです。　　　　    　　 ・(株)アイヴィジット

○民間事業者の担当者が保険料を収納する場合には、必ずお客様が保険料の納付書をお持ちの場合に限られています。
○厚生労働省が発行した保険料の納付書をお持ちでない方から、民間事業者の担当者が現金をお預かりして、領収書

の発行を行うことはありません。
○民間事業者に提供する個人情報は、納付督励を行ううえで必要となる国民年金保険料の未納者情報に限定していま

す。さらに取扱事業者に対しては「個人情報の保護に関する法律」や本事業に係る委託契約書、日本年金機構独自の
取扱規程等で目的外使用や閲覧、漏洩、複写等を禁じるなど厳格な安全管理措置を講じています。

問  徳島北年金事務所（☎ ６５５・０２００）

高額療養費制度
　病気やケガで病院に支払った医療費が高額となったとき、自己負担限度額（月額）を超えた分については世
帯主の申請により高額療養費として払い戻されます。

70歳未満の人の自己負担限度額
区　　分 自己負担限度額 医療費が一定額を超えた場合 １年以内の４回目から

住民税　
課税世帯

上位所得者 １５０，０００円 500,000円を超えた場合は、超えた分の１％を150,000円に加算 ８３，４００円
一　　　般 ８０，１００円 267,000円を超えた場合は、超えた分の１％を80,100円に加算 ４４，４００円

住民税非課税世帯 ３５，４００円 ３５，４００円 ２４，６００円
※上位所得者とは、基礎控除後の総所得金額等が600万円を超える世帯の人です。
※所得の申告がない場合は上位所得者とみなされますので申告は必ず行ってください。
70歳～74歳の人の自己負担限度額 

区　　分 負担割合 自　己　負　担　限　度　額
外来 （個人単位）  外来 ＋ 入院 （世帯単位）

現役並所得者　※１ ３割 ４４，４００円 267,000円を超えた場合は、超えた分の１％を80,100円に加算
※４（４４，４００円）

一　　　　般 １割 １２，０００円 ４４，４００円
低 所 得 者 Ⅱ　※２ １割 ８，０００円 ２４，６００円
低 所 得 者 Ⅰ　※３ １割 ８，０００円 １５，０００円

㊟「一般」の方の負担割合・自己負担限度額については、平成24年３月まで据え置かれる予定です。
※１　現役並所得者とは、住民税課税所得が年額145万円以上の人と、その世帯に属する人です。
※２　低所得者Ⅱとは、国保加入者全員と世帯主が住民税非課税の世帯の人です。
※３　低所得者Ⅰとは、国保加入者全員と世帯主が住民税非課税かつ各種収入等から必要経費・控除後所得が０円と 

　　なる世帯の人です。
※４　（　）内の金額は１年以内の４回目からの場合
・１か月（１日から末日まで）の中で70歳以上の人の自己負担額と、70歳未満の人の自己負担額（医療機関、入院・外

来ごとに21,000円以上のものに限る）の合計が限度額を超えた場合に支給されます。ただし、食事代・個室部屋
代などの保険適用外費用は対象となりません。

・高額療養費は、申請しないと支給されません。また、２年間を経過すると時効となり、申請できなくなりますので、
ご注意ください。

申請に必要なもの　○申請書　○領収書　○印鑑　○世帯主名義の振込先口座番号　○国民健康保険被保険者証

問  健康推進課（☎６３７・３１１５）

㊟

第４回国 保 の は な し保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保国 ののののののののののののののののののののののの はははははははははははははははははははは ななななななななななななななななななななななな ししししししししししししししししししししししし国 保 の は な し

注
意
事
項
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つながる わ　ささえる わ
　現在日本では、年間自殺者数が13年連続３万人を超え、毎日80人以上の方が自殺により命を落としています。
県でも2日に1人、自殺により命を落としています。
自殺は、その多くが防ぐことのできる社会的な問題です。

９月10日（土）～16日（金）は自殺予防週間です。
　未曾有の大震災が発生し、命の尊さやお互いに支え合う
ことの大事さに関心が寄せられています。
　自分の命とともに、周りの人の命にも関心を持ち、まずは、
声をかけあうことから始めてみませんか。

　町では、今年3月末に保健事業カレンダーとともに、自殺予防パンフレットを全戸配布しています。各種相談窓口
等も掲載していますので、ご活用ください。自殺予防パンフレットは保健センターに、若干残っています。ご希望の
方はお問い合わせください。

問  保健センター（６９２・８６５８）

ささエールつなガール

気づき
家族や仲間の変化
に気づいて、声を
かける。

つなぎ
早めに専門家に相
談するよう促す。

傾　聴
本人の気持ちを尊
重し、耳を傾ける。

見守り
温かく寄り添いな
がら、じっくり見
守る。

　老朽化した消火器の破裂事故が発生しています。消火器は高圧
のガスを使用して、消火粉末薬剤を放出する構造になっています。
　長い間、屋外に放置されていたり、湿気の多い厨房などに設置
している消火器は、腐食や変形等をしている場合があります。こ
のような消火器は使用すると、本体に強い圧力がかかり破裂事故
が発生する可能性がありますので、速やかに廃棄処理するように
してください。

　錆などが浮いて腐食が進んでいる消火器は絶
対に使用しないようにしましょう。特に子どもが
触れるところには放置しないようにしてください。
消火器の外形点検のポイント

▼本体容器にサビ、キズ、変形はないか

▼消火器上部の蓋にサビや変形等がないか

▼消火器のゴムホースにひび割れやゆるみ等がないか

▼消火器上部の安全栓は抜けていないか

消火器の処理方法
不要になった消火器については廃棄処理を自ら行うことなく、廃棄を行っている業者に依頼してください。

問  板野東部消防組合 予防課（６９８・９９０２）

消火器の破裂事故にご注意

溶接部とその周辺の腐食

マイバッグ持参運動にご協力を!!
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佐
野
正
洋

　
課
長
補
佐

　
　
（
総
務
課
）

　

８
月
３
日
か
ら
12
日
ま
で
の
10
日
間
関

西
広
域
連
合
宮
城
チ
ー
ム
第
21
陣
の
一
員

と
し
て
宮
城
県
南
三
陸
町
の
志
津
川
自
然

の
家
で
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
地
到
着
後
、
南
三
陸
町
の
仮
庁
舎
が

あ
る
ベ
イ
サ
イ
ド
ア
リ
ー
ナ
に
向
か
う
途

中
、
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い
た
ま
ま
の

壮
絶
な
風
景
に
唖
然
と
し
ま
し
た
。
う
ず

た
か
く
積
ま
れ
た
瓦
礫
の
山
、
く
し
ゃ
く

し
ゃ
に
な
っ
た
自
動
車
ば
か
り
を
置
い
て
あ

る
と
こ
ろ
、
骨
組
み
と
基
礎
だ
け
に
な
っ
て

い
る
建
物
な
ど
数
多
く
の
震
災
の
爪
痕
が

残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
震
災
か
ら
５
か
月
が
た
ち
、
街
の

中
に
も
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
営
業
を
始
め

た
と
こ
ろ
や
、
８
月
か
ら
プ
レ
ハ
ブ
の
建
物

で
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
再
開
し
た
と

こ
ろ
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

全
体
の
復
興
に
は
相
当
な
時
間
が
か
か
る
と

思
い
ま
す
が
、
徐
々
に
街
の
復
旧
も
進
ん
で

い
る
よ
う
で
し
た
。

　

私
が
派
遣
さ
れ
た
志
津
川
自
然
の
家
は
、

南
三
陸
町
の
中
心
部
か
ら
車
で
30
分
ほ
ど
の

と
こ
ろ
に
あ
り
、
戸
倉
地
区
の
避
難
所
に
、

５
世
帯
16
人
の
方
が
避
難
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
方
々
の
世
話
を
、
町
の
臨
時
職
員

と
し
て
雇
っ
た
、
以
前
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
い
た
方
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
施
設
の

運
営
も
任
さ
れ
、
そ
の
支
援
活
動
を
行
う
こ

と
が
主
な
業
務
で
し
た
。
午
前
中
に
、
全
国

各
地
か
ら
や
っ
て
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
が
行
う
業
務
の
作
業
用
機
械
の
運
搬
・

回
収
、
午
後
は
、
避
難
所
に
届
く
支
援
物
資

の
受
け
渡
し
等
の
業
務
を
行
い
ま
し
た
。
復

旧
が
か
な
り
進
ん
だ
た
め
、
届
く
支
援
物
資

も
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
避
難
所
は
、
仮
設
住
宅
へ
の
全
員
の

入
居
が
決
ま
っ
た
た
め
、
８
月
22
日
に
完
全

に
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
片
付

け
等
の
業
務
も
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
避
難
所
で
一
緒
に
業
務
を

行
っ
た
、
現
地
の
社
会
福
祉
協
議
会
、
臨

時
職
員
の
阿
部
さ
ん
と
菅
原
さ
ん
か
ら
、

多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
菅
原
さ
ん
か
ら
は
、
自
分
の
家
屋
敷

も
津
波
で
流
さ
れ
、
身
内
の
方
も
被
災
に

遭
っ
た
体
験
談
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
復
興
に
は
長
い
期
間
が
か
か

る
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
の
支
援
活
動
が

少
し
は
役
に
た
っ
て
い
た
だ
け
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
を
、
今
後
の
業
務
に
役
立

て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

被
災
地
の
皆
さ
ん
の
一
日
も
早
い
復
興

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ね
こ
を
飼
う
に
当
た
り
、
ね
こ
に

と
っ
て
も
、
飼
い
主
に
と
っ
て
も
、
周

辺
住
民
に
と
っ
て
も
住
み
よ
い
環
境
に

配
慮
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

ね
こ
の
飼
い
主
と
し
て
の

社
会
的
責
任（
マ
ナ
ー
）

を
認
識
し
て
、
飼
育
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
マ
ナ
ー

⒈
　
最
後
ま
で
飼
い
ま
し
ょ
う

⒉
　
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

⒊
　
避
妊
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

⒋
　
迷
子
札
な
ど
身
元
表
示
の
札
を
付

け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

⒌
　
ノ
ミ
や
ダ
ニ
の
予
防
を
し
て
あ
げ

ま
し
ょ
う

問 

県
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
６
３
６
・
６
１
２
２
）

被
災
地
支
援（
南
三
陸
町
）

被災地ルポ

6

ね
こ
の
適
正
飼
養

９
月
20
日
㈫ 　

　
　

〜
26
日
㈪

動
物
愛
護
週
間

うずたかく積まれた瓦礫の山

作業用機械の運搬風景
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いろいろなことから
　　　人権について考えよう

●藍住町スローガン●

守れ人権 許すな差別

　参　考　
『この世界の片隅に　上・中・下』　こうの史代著　双葉社発行
　　※よかったら『夕凪の街　桜の国』　こうの史代著　双葉社発行　も読んでください。

『海街ｄｉａｒｙ①～④』　吉田秋生著　小学館発行

つなげよう　あなたと　わたしの　心の輪　　　　　６年　　前　田　愛　実
いじめダメ！　きみもちゃんと　言えている？　　　６年　　山　田　　　遥
考えて　自分がされたら　どう思う　　　　　　　　６年　　金　澤　杏　実
認めよう　みんなのちがい　ありのまま　　　　　　６年　　武　田　拓　巳
守ろうよ　一人ひとりの　人権を　　　　　　　　　６年　　坂　東　秀　亮
見ているだけ　それもいじめだ　気づこうよ     　 　６年　　川　嶋　ひなこ

藍住西小学校児童作品人権標語人権標語

　中学生はいろいろな意味で難しい年ごろです。しかしまた、大事な年ごろで
もあります。小学校から取り組んできた人権学習もさらに深く学習をすすめて
いかなければなりませんが、子どもたちは素直に受け入れにくくなっている年
齢なのです。そんなときに「今日は大事な学習の時間だから」と教える側も構え
てしまっては、しんどくなってしまうかもしれません。
　そこで、子どもたちにとって入りやすい分野で、人権にかかわることについ
て考えることのできる資料を紹介します。

◉「もののけ姫」
　言わずと知れたスタジオジブリのアニメです。この中の登場人物として日本の歴史の中では埋もれていた
人々がたくさん登場しています。まず、主人公は蝦夷の一族ですし、タタラ場の中には包帯で顔を隠した人々

（ハンセン病の患者と思われます）が他の人々と同じように生活しています。中学校の人権学習で取り入れる
ときもあるので見る機会があったらそんな面も見てください。

◉「この世界の片隅に」
　先日、ＴＶドラマスペシャルで放映していたので知っている方もいると思いますが、戦時中の広島県呉市
に嫁いだ北条すずを主人公にしたマンガです。戦時中の一般家庭の様子を淡々と描いていく中でいろいろな
ことを考えさせてくれます。

◉「海
うみ

街
まち

 d
ダイアリー
i a r y」

　鎌倉を舞台に主人公すず（中学生）と母親の違う三姉妹とその周囲の人たちの物語です。その中で複雑な人
間模様（主人公たちの家族関係など）や主人公すずの友人たちの関係などじっくりと読んでもらい、そして少
しだけ考えてほしいです。

藍住町人権教育推進協議会運営部会　阿部 哲也
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●自衛官（学生）受付案内●
募集種目 資　格 受付期間 試　験　日 そ　の　他

防衛医科大学 高卒（見込含）
21歳未満 ９月５日～30日 １次：10月29日・30日

　　　（両日実施）
１ 試験会場＆試験費用

場　所：松茂町の自衛隊基地
試験費：無　料

２ 大学（学生）について
⑴ 入学～卒業まで学費不要（国費で負担）
⑵ 学生手当て等が支給
⑶ 学費や手当ては基本的に償還不要

３ その他
　防大は一般大学同様に「学士号」を、防医大は「医師免許」
を、看護学生は「正看護師免許」をそれぞれ取得します。（大学
院課程もあります）

防 衛 大 学 高卒（見込含）
21歳未満 ９月５日～30日 １次：11月５・６日

　　　（両日実施）

看 護 学 生
（高等看護学院）

高卒（見込含）
24歳未満 ９月５日～30日 １次：10月22日

問  鳴門地域事務所（☎685・5306）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　 ＊年齢は24年４月１日現在

講 座 名 曜 日 時 間 定員 受 講 料 場 所 備 考

民　　　謡 （唄）
第１・３ 土曜日

午後３時30分 ～ ４時30分 ２０人 3,500円 研修室

民　 　 謡（三味線） 午後４時30分 ～ ５時30分 １５人 3,500円 研修室

文 化 箏（入門） 第２・４ 土曜日 午後３時　　 ～ ５時　　 １５人 4,000円 研修室

中 国 語（入門） 毎　週  土曜日 午前10時　　 ～ 11時30分 ２０人 4,500円 研修室

英 会 話（昼） 毎　週  金曜日 午後２時　　 ～ ３時30分 １５人 4,500円 研修室

英 会 話（夜） 毎　週  水曜日 午後７時　　 ～ ８時30分 １５人 4,500円 研修室

大 人 の 色 鉛 筆 画 第２・４ 金曜日 午後７時　　 ～ ８時30分 １５人 4,000円 研修室 受講回数１０回

茶  道（石州流） 第1・3 金曜日 午後１時　　 ～ ３時　　 ７人 4,000円 和　室 受講回数１０回

いけばな （小原流） 第１・３ 木曜日 午後２時　　 ～ ４時　　 ２０人 2,500円 藍工房

いけばな（嵯峨御流） 第２・４ 木曜日 午後７時30分 ～ ９時30分 ２０人 2,500円 藍工房

陶 　　 芸（初級） 第２・４ 金曜日 午後７時　　 ～ ９時　　 １０人 3,500円 藍工房

受講期間： 10月１日（土）～平成24年３月31日（土）
受講資格：町内在住、または在勤者で20歳以上の方（学生を除く）
申込期間：９月15日（木）～21日（水）　午前９時～午後５時　						    

☆ 各講座、定員を超えた場合は初めての方を優先して抽選を行います。
　 当選者の方には、９月30日（金）までに書面で通知します。						    
☆ 応募者が少ない講座は、開講しないことがあります。						   
☆ 茶道講座・大人の色鉛筆画講座は、全10回（予定）となります。						    
☆ 各講座の受講料は、６か月分となります。						    
☆ 各講座は、材料費等が別途に必要となります。						    
☆ 受講日は都合により変更、または休講にする場合があります。						    

申・問  コミュニティセンター （☎ 637・3130） （火曜日休館）

平成23年度後期コミュニティセンター教養講座　　　募集
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訓
練
は
、
授
業
中
に
地
震
が
発
生
し
運
動

場
へ
避
難
後
、
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
、
校

舎
３
階
へ
避
難
す
る
想
定
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
地
震
発
生
の
放
送
で
訓
練
が
始
ま
り
、

児
童
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
避
難
し
て
い
ま

し
た
。

　

賀
川
教
頭
先
生
か
ら「
自
分
の
命
を
守
る

の
は
自
分
自
身
。
ど
ん
な
場
面
で
地
震
に
遭

遇
す
る
か
わ
か
ら
な
い
。
落
ち
着
い
て
、
よ

く
考
え
て
行
動
し
よ
う
」と
の
話
し
が
あ
り

ま
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
非
常
持
ち
出
し
袋
を
常
備
す
る
ほ
か
、

家
族
で
避
難
場
所
や
連
絡
方
法
を
話
し
合

い
、
万
一
の
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

９
月
の
防
災
月
間
に
合
わ
せ
て
、
南
小

学
校
で
は
、
９
月
６
日
に
地
震
と
津
波
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
に
よ
る
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
あ

い
ず
み
が
、
８
月
16
日
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
願
い
、
キ
ャ
ン
ド
ル
で

“
Ｉ
♥
日
本
”の
文
字
を
か
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
藤
田
真
紀
さ
ん（
黒
崎
楽
器
講
師
）に
よ
る
ア
ル
ト

サ
ッ
ク
ス
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
さ
れ「
枯
葉
」「
オ
ー
ル
・

オ
ブ
・
ミ
ー
」な
ど
の
曲
が
奏
で
ら
れ
、
参
加
し
た
人
た
ち
は
、

キ
ャ
ン
ド
ル
と
サ
ッ
ク
ス
の
夕
べ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

＊
手
作
り
キ
ャ
ン
ド
ル
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
商
工
会

グ
リ
ー
ン
ファン
ド
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ（
☎
６
９
２・
２
８
１
６
）ま
で

　

古
く
か
ら
私
た
ち
日
本
人
が
深
く
関
わ
っ

て
き
た
麻
と
藍
。
日
本
一
の
麻
と
言
わ
れ
る

「
岩い

わ

島し
ま

麻あ
さ

」を
製
す
る
群
馬
県
東ひ

が
し

吾あ
が

妻つ
ま

町ま
ち

、
阿

波
藍
の
ふ
る
さ
と
藍
住
町
、
高
級
麻
布「
高た

か

宮み
や

布ぬ
の

」の
産
地
で
あ
る
愛あ

い

荘し
ょ
う

町ち
ょ
う
が
合
同
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
と
文
化
、
そ
し
て
そ
の
魅

力
を
紹
介
し
ま
す
。

　

体
験
メニュー
に
は
、
麻あ

さ

挽ひ

き
や
苧お

績う

み
、
機は

た

織お

り
、
紅
花
染
め
な
ど
が
あ
り
、
藍
住
町
も
藍

染
体
験
や
物
産
展
、パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
。

日
　
時  

９
月
17
日（
土
）～
９
月
19
日（
月
）

場
　
所  

愛
知
川
公
民
館（
滋
賀
県
愛
知
郡

愛
荘
町
愛
知
川
13
・
２
）

問 

教
育
委
員
会（
６
３
７
・
３
１
２
８
）

員
会
教
育
長
と
し
て
、
学

校
教
育
の
み
な
ら
ず
、
平

成
12
年
度
の
勝
瑞
城
館
跡

の
国
史
跡
指
定
な
ど
、
社

会
教
育
を
は
じ
め
文
化
振

興
と
社
会
体
育
の
普
及
に

顕
著
な
成
果
を
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

※
春
の
叙
勲
は
東
日
本
大
震
災
の
た
め
伝
達

式
が
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

加
戸
氏
は
、

長
年
に
わ
た
り

教
育
の
分
野
に

お
い
て
ご
活
躍

さ
れ
、
教
育
の

振
興
に
多
大
の
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
中
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
卓
越
し

た
創
造
力
と
旺
盛
な
研
究
心
を
発
揮
さ
れ

本
県
の
中
学
校
社
会
科
教
育
を
リ
ー
ド
さ

れ
る
と
と
も
に
、
指
導
者
と
し
て
後
進
の

指
導
に
も
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

　

平
成
３
年
４
月
か
ら
は
、
本
町
教
育
委

東
吾
妻
町・藍
住
町・愛
荘
町

３
町
合
同
企
画
展
〜 

愛
荘
町
で
藍あ

い

麻ま

Ｓし

　ょ

　う

Ｈ
Ｏ
Ｗ 

〜

春
の
叙
勲 

加
戸
布
夫
氏（
笠
木
） 

瑞
宝
双
光
章
を
受
章

キ
ャ
ン
ド
ル
と
サ
ッ
ク
ス
の
夕
べ

真
剣
な
表
情
で
避
難
訓
練

機織りの体験（昨年の合同企画展から＝藍の館）
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介
紹
た
る
か

史
歴
住
藍

NO.5　な行

藍住歴史かるたは教育委員会で1,500円で販売しています。また、町のホームページでも見ることができます。　
 教育委員会（☎637・3128）　町ホームページ　http://www.town.aizumi.tokushima.jp/

▲中
なか

富
とみ

は　阿
あ

波
わ

と土
と

佐
さ

との　決
けっせんじょう

戦場
　天正10年（1582）、土佐の長宗我部元親は勝瑞近
くまで攻

せ

め寄
よ

せました。土佐勢2万3千人に対し、阿
波の三好勢は5千余人をもって勝

しょうこうじ

興寺（矢上）城に本
ほん

陣
じん

を構
かま

え、2千人を先
せん

陣
じん

として中富川河
か

畔
はん

に陣
じん

地
ち

を築
きず

き、
決戦に臨みましたが、阿波勢は壊

かい

滅
めつ

的
てき

な打
だ

撃
げき

を被
こうむ

りま
した。

▲ニンジンは　味
あじ

・産
さん

高
だか

も　日
に

本
ほん

一
いち

　早春から出
しゅっか

荷する洋ニンジンのトンネル栽
さい

培
ばい

は、藍住町一帯に広がっていて、町を代表する
園芸作物です。洋ニンジンの大産地となったの
は、歴史的に蓼

たで

藍
あい

生産地の伝
でん

統
とう

や良好な土
どじょう

壌、
よく働くという特

とく

性
せい

が育てた集約農業として展
てん

開
かい

されたことを忘
わす

れてはならないでしょう。

◀ぬくもりが　心
こころ

に伝
つた

わる　お接
せっ

待
たい

　いまでは遍路道から外れて、また札所寺院が
一箇

か

所
しょ

もない藍住町ですが、近世の中期から明
治30年頃

ごろ

まで、四国霊
れいじょう

場1番の霊
りょうぜんじ

山寺と、17番
の井

い

戸
ど

寺
じ

の間を往
おう

来
らい

する遍
へん

路
ろ

の多くが、小
こ

塚
づか

の
渡
わた

しなどを利用して町内を往
ゆ

き来
き

していました。
この遍路の苦行を助けるため沿

えん

道
どう

の在
ざい

所
しょ

の人々
は、積極的に接

せったいぎょう

待行に参加したそうです。

▲寝
ね

せこみの　苦
く

労
ろう

が見
み

事
ごと

な　藍
あい

を生
う

む
　藍こなしの後、寝床に葉藍を積み上げ、発
酵させます。葉藍を万

まん

遍
べん

なく発酵させるため
に山を崩

くず

して水分が足りない部分に水をや
り、山を移

い

動
どう

させる切り返しといわれる作業
を何度となく繰

く

り返
かえ

します。その発酵温度は
摂氏70度ほどになるうえ、寝床一面にアン
モニア臭

しゅう

が立ちこめ、苦しい作業が続けられ
ます。そのうち発酵温が平温に下がったとこ
ろで　という染

せんりょう

料の出来上がりとなります。

▶軒
のき

下
した

に　渭
い

津
のつ

の城
しろ

の　夢
ゆめ

残
のこ

し
　奥

おく

村
むら

家
け

住
じゅうたくけんぞうぶつぐん

宅建造物群（県指定有形文化財）の
うち、正面の大門は、徳島城を国が解

かい

体
たい

した
とき、奥村家が塩

しお

蔵
ぐら

と附
ふ

属
ぞく

する門や板
いた

塀
べい

など
の古材を購

こうにゅう

入し、隣
となり

の新
しん

宅
たく

（奥村医院）の建築
に使用した残りの古材で建てたものです。新
宅にはそのとき建てられた主

おも

屋
や

や土
ど

蔵
ぞう

がその
まま残されており、国の登録有形文化財と
なっています。

　

８
月
16
日

か
ら
１
泊
２

日
で
、
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年

団
研
修
大
会

が
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
大
会
は
町
内

の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
の
交
流
を

目
的
に
毎
年
、
小
学
６
年
生
を
対
象
に

実
施
し
、
今
年
は
59
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

研
修
大
会
で
は
夕
食
づ
く
り
や
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
栄
養
に
関
す
る
講

演
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
長
田
和

樹
君（
藍
住
剣
道
）は「
皆
と
一
緒
に
過

ご
し
た
夜
が
楽
し
か
っ
た
」谷
ひ
な
乃

さ
ん（
南
Ｊ
Ｖ
Ｃ
）は「
い
ろ
ん
な
事
が

学
べ
て
良
か
っ
た
。
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
が
楽

し
か
っ
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
２
人
は
講
演
を
聴
い
て「
こ
れ
か
ら

は
、
好
き
嫌
い
を
な
く
し
て
健
康
な
体

を
作
り
、
さ
ら
に
運
動
能
力
を
高
め
た

い
」と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
短
い

期
間
で
し
た
が
、
有
意
義
に
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
２
日
間
で
し
た
。

カローリングを楽しむ
子どもたち 山上文子氏の講演

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

一
泊
研
修



No 811広報あいずみ ■ 10

〜
生
活
習
慣
病
予
防
の

　
　
　
　
　
　
　
　

基
本
は
食
生
活
か
ら
〜

　

簡
単
に
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を
管
理
栄
養
士

と
い
っ
し
ょ
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。　
　

日

時　
９
月
22
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時
30
分

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

内

容　
健
康
ミ
ニ
講
座
・
糖
尿
病
予
防

　
　
　
　
　

の
た
め
の
調
理
実
習
と
試
食

講

師　
医
師
・
管
理
栄
養
士
・
保
健
師

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
拭
き

　
　
　
　
　

タ
オ
ル

参
加
費　
５
０
０
円

申
込
期
限　
９
月
20
日（
火
）

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

“
汗
と
い
っ
し
ょ
に
疲
れ
も
流
そ
う
！
”

日

時　
９
月
26
日（
月
）

　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

場

所　
体
育
セ
ン
タ
ー

内

容　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、ペ
タ
ン
ク
、

　
　
　
　
　

イ
ン
デ
ィ
ア
カ

参
加
費　
無
料

　

小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

主

催　
町
体
育
指
導
委
員
会

　
　
　
　
　

町
教
育
委
員
会

問 

教
育
委
員
会 

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

　
　

　

次
の
予
定
で
、
講
座
を
開
き
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
一
緒
に
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

第
１
回　
９
月
27
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

内

容　
「
精
神
科
医
か
ら
み
た
心
豊
か

　
　
　
　
　

に
す
る
方
法
」

講

師　
城
西
病
院　

井
上　

和
俊
院
長

第
２
回　
11
月
30
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

内

容　
「『
元
気
が
で
な
い
…
』は
気
持

　
　
　
　
　

ち
の
問
題
？
」

講

師　
今
井
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　

今
井　

幸
三
院
長

第
３
回　
12
月
15
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

内

容　
「
統
合
失
調
症
を
正
し
く
理
解

　
　
　
　
　

し
よ
う
!
」

講

師　
鳴
門
シ
ー
ガ
ル
病
院

　
　
　
　
　

谷
口　

隆
英
副
院
長

場

所　
町
保
健
セ
ン
タ
ー　

２
階

対

象　
町
内
在
住
者

参
加
費　
無
料

申
込
締
切　
第
１
回　

９
月
22
日（
木
）

　
　
　
　
　

第
２
回　

11
月
22
日（
火
）

　
　
　
　
　

第
３
回　

12
月
８
日（
木
）

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
皆
さ
ん
が
で
き
る
運

動
の
基
本
で
す
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
講
義
と

実
技
を
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時　
10
月
７
日（
金
）10
月
14
日（
金
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
２
日
間
と
も
同
じ
）

場

所　

10
月
７
日
は
福
祉
セ
ン
タ
ー

10
月
14
日
は
保
健
セ
ン
タ
ー

内

容　
「
生
活
習
慣
病
予
防
と
運
動
」

　

〜
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
生
活
に
楽
し
く
取
り

　

入
れ
よ
う
〜

講

師　
健
康
運
動
指
導
士

　
　
　
　
　

四
宮　

希
実
子　

先
生

対

象　
町
内
在
住
者

準
備
物　
水
分
補
給
の
た
め
の
水
や
お
茶

　

・
タ
オ
ル
・
帽
子（
運
動
の
し
や
す
い
装

　

や
履
き
慣
れ
た
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
10
月
３
日（
月
）

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

（
申
込
20
日
か
ら
）

不
足
し
が
ち
な
野
菜
を
お
い
し
く
食
べ
よ
う
！

日

時　
10
月
６
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー（
２
階
）

対

象　
幼
児
の
い
る
家
庭
の
方

　
　
　
　
　
（
３
歳
〜
６
歳
ま
で
）　

定

員　
15
人（
申
込
順
）

内

容　

野
菜
料
理
と
簡
単
お
や
つ
の

　
　
　
　
　

調
理
実
習
・
試
食

参
加
費　
無
料

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ
オ
ル

申
込
期
限　
９
月
20
日（
火
）〜
27
日（
火
）

主

催　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」食
育
部 

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

募　
　
　

集

健
康
料
理
教
室
の
ご
案
内

こ
こ
ろ
の
健
康
講
座
ご
案
内

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

幼
児
い
き
い
き
健
康
教
室

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
＆

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
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あ
い
き
ょ
う
の
ガ
イ
ド
つ
き
。
勝
瑞
周
辺

を
探
索
し
ま
す
。
約
７
km
。

日

時　
９
月
25
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
45
分
〜
午
後
１
時
30

　
　
　
　
　

分　

10
時
出
発

集
合
場
所　
緑
の
広
場
管
理
棟
前

参
加
費　
３
０
０
円（
保
険
料
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

※
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

　

町
と
協
働
で
公
共
施
設
の
清
掃
活
動
や
環

境
意
識
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

　

一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
環
境
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
活
動
日
時

　
　

10
月
の
毎
週
火
曜
日
、
木
曜
日
の
午
後

４
時
か
ら
５
時
ま
で
。

　

女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
ヘ
ル
シ
ー
料
理
の

講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　

カ
ロ
リ
ー
計
算
さ
れ
た
お
料
理
を
学
び
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生
活
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

　

町
内
在
住
、
ま
た
は
町
内
に
勤
務
の
女
性

な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期

日　
10
月
28
日（
木
）〜
３
月
22
日（
木
）

　

毎
月
第
４
木
曜
日
・
午
前
９
時
か
ら

定

員　
20
人（
先
着
順
）

講

師　
県
栄
養
士
会
会
員

　
　
　
　
　

小
林 

雅
代
先
生

受
講
料　
無
料（
材
料
費
３
０
０
０
円
）

受

付　
９
月
20
日（
火
）か
ら

　

託
児
を
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
付
け
く
だ

さ
い
。
１
回
２
０
０
円
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

詳
し
く
は
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２
・
６
２
６
６
）

　

ブ
ナ
や
モ
ミ
の
大
木
の
原
生
林
の
続
く
尾

根
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。
巨
大
な
レ
ー
ダ
ー
雨

量
観
測
所
が
目
印
で
す
。
小
雨
決
行
。

日

時　
10
月
22
日（
土
）午
前
７
時
出
発

集
合
場
所　
プ
ー
ル
跡
駐
車
場

対
象
者　
小
学
４
年
生
以
上
の
町
民
・
町

　
　
　
　
　

内
事
業
所
に
お
勤
め
の
方

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

　
　
　
　
　

４
５
０
０
円

　
　
　
　
　

会
員
外　

６
０
０
０
円

定

員　
20
人（
先
着
順
）

申
込
開
始　
９
月
17
日（
土
）か
ら

※
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
10
月
14
日（
金
）以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

　

参
加
費
を
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

　

秋
風
満
喫
。登
山
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
せ
ん
か
。

日

時　
９
月
18
日（
日
）午
前
９
時
集
合

　
　
　
　
　

10
月
８
日（
土
）午
前
10
時
集
合

集
合
場
所　
大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
加
費　
５
０
０
円（
保
険
料
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

※
昼
食
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
は

集
合
時
間
の
30
分
前
に
体
育
セ
ン
タ
ー
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

日

時　
10
月
21
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

場

所　
町
民
シ
ア
タ
ー〔
役
場
４
階
〕

受
講
料　
無
料

対

象　
町
内
在
住
者
・
町
内
勤
務
者

講

師　
飯
田　

ひ
と
み
さ
ん

テ
ー
マ　
「
障
が
い
の
あ
る
方
」

申
込
方
法　
今
回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

講
座
の
前
日
ま
で
に
、
教
育
委

　
　
　
　
　

員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

主

催　
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

共

催　
町
・
町
教
育
委
員
会

問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

●
活
動
内
容

　
　

正
法
寺
川
公
園
、
東
中
富
桜
づ
つ
み
公

園
、
小
中
学
校
周
辺
の
清
掃
。

　
「
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
」「
犬
の
ふ
ん
害
」防

止
の
啓
発
活
動
等
。

●
申
込
期
限　

　
　

９
月
22
日（
木
）ま
で
に
電
話
等
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

生
活
環
境
課（
☎
６
３
７・３
１
１
６
）

軽
登
山
教
室「
高
城
山
」

大
麻
山
登
山
教
室

第
３
回 

人
権
講
座

藍
住
歩
こ
う
会

「
歴
史
散
歩

　
　

    

＝
板
碑
・
観
音
寺
＝
」

あ
な
た
も
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
‼

 

勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

   

ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室

      （
後
期
）受
講
生
募
集
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訓
練
科　
Ｉ
Ｔ
技
術
科
４

訓
練
期
間　
11
月
21
日（
月
）〜
２
月
20
日（
月
）

場

所　
鳴
門
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

受
講
料　
無
料（
教
材
費
等
別
）

対

象　
離
転
職
者
等
で
、
公
共
職
業
安

定
所
か
ら
受
講
指
示
ま
た
は
受
講
推
薦
を

受
け
た
人（
学
歴
・
年
齢
・
性
別
等
は
問

い
ま
せ
ん
）

申

込　

９
月
27
日（
火
）〜
10
月
25
日

（
火
）ま
で
に
鳴
門
公
共
職
業
安
定
所
へ

問 

鳴
門
公
共
職
業
安
定
所（
☎
６
８
５
・
２

　

２
７
０
）鳴
門
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル（
☎
６
８

　

６
・
４
７
５
２
）

　

町
商
工
会
で
は「
あ
い
プ
ラ
ス
カ
ー
ド
」が

使
用
で
き
る
町
内
の
事
業
所
と
店
舗
を
募

集
し
ま
す
。（
商
工
会
会
員
以
外
で
も
可
能

で
す
）

募
集
期
間　
９
月
15
日（
木
）〜
９
月
30
日（
金
）

　
　
　
　
　

正
午
ま
で

取
扱
店
の
表
示　
の
ぼ
り
と
ポ
ス
タ
ー

●
商
品
券
取
扱
店
に
は
、
登
録
料
と
事
業
負

　

担
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
商
品
券
発
行
内
容
の
お
知
ら
せ
】

発
行
総
額　
１
億
１
千
万
円

商
品
券
の
額
面　
１
，
０
０
０
円
券

　
　
　
　
　
　
　

11
枚
綴
り（
１
万
円
）

購
入
対
象
者　
原
則
と
し
て
町
民
の
方

有
効
期
限　
平
成
23
年
11
月
１
日（
火
）

　
　
　
　
　
　

〜
平
成
24
年
３
月
31
日（
土
）

予
約
取
次
販
売

　

10
月
20
日（
木
）か
ら
10
月
26
日（
水
）ま
で

　

予
約
取
扱
店
で
予
約
可
。

一
般
販
売　
11
月
１
日（
火
）か
ら
町
商
工
会

　
　
　
　
　

で
販
売

申
・
問 

町
商
工
会

　
（
☎
６
９
２
・２
８
１
６
）

　

次
の
と
お
り
、
平
成
24
年
４
月
入
校
の
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
徳
島
校（
☎
６
３
１
・
１
４
７
４
）

　

理
容
科
・
美
容
科
・
金
属
技
術
科
・
イ
ン

　

テ
リ
ア
木
工
家
・
＊
電
子
機
器
科

●
鳴
門
校（
☎
６
８
６
・
４
７
５
２
）

　

塗
装
科
・
＊
メ
カ
ニ
カ
ル
技
術
科

●
阿
南
校（
☎
０
８
８
４
・
２
６
・
０
２
５
０
）

　

＊
自
動
車
整
備
科

●
西
部
校（
☎
０
８
８
３
・
６
２
・
３
０
６
７
）

　

建
築
科
・
＊
電
気
工
事
科
・
＊
車
体
整
備

　

士
科

＊
は
高
卒
以
上
対
象
訓
練
科

申
込
期
間　
10
月
６
日（
木
）ま
で

選
考
日
時　
10
月
25
日（
火
）午
前
10
時
か
ら

選
考
場
所　
入
校
希
望
の
県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

選
考
方
法　
筆
記
試
験
と
面
接

◆
対
　
象　

①
40
歳
以
下（
昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
）で
、
中
学
校
卒
業
者（
た
だ
し

平
成
24
年
３
月
新
規
中
学
校
卒
業
見
込
者
を

除
く
）

②
高
卒
以
上
対
象
訓
練
科
に
つ
い
て
は
、
40

歳
以
下（
昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
）で
高
等
学
校
卒
業
者（
平
成
24
年
３

月
新
規
高
等
学
校
卒
業
見
込
者
を
含
む
）

問 

各
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　

県
労
働
雇
用
課（
☎
６
２
１
・
２
３
４
４
）

相　
　
　

談

鳴
門
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル　

11
月
入
校
訓
練
生
募
集

あ
い
プ
ラ
ス
カ
ー
ド

（
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
）

　
　
　

 

取
扱
店
募
集
！

県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　

入
校
生
募
集

無
料
法
務
相
談
の
実
施

　

県
行
政
書
士
会
徳
島
北
部
支
部
に
よ
る
行

政
書
士
無
料
相
談
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

日

時　
10
月
17
日（
月
）午
後
２
時
〜
５
時

場

所　
役
場
１
階　

住
民
相
談
室

相
談
事
項　

　

①
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の
こ
と

　

②
権
利
義
務
に
関
す
る
書
類
の
こ
と

　

③
事
実
証
明
に
関
す
る
書
類
の
こ
と

問 

県
行
政
書
士
会
徳
島
北
部
支
部　

多
田

（
☎
０
９
０
・
７
６
２
１
・
８
８
１
３
）

日

程　
10
月
28
日（
金
）〜
10
月
30
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
）

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　
　

大
会
議
室

出
品
資
格　
町
内
在
住
者
・
町
内
勤
務
者

　
　
　
　
　
（
高
校
生
以
上
）

出
品
料　
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
会
員
・
高
校
生
は
無
料
）

＊
搬
入
時
に
作
品
と
同
時
に
納
入
し
て
く
だ

さ
い
。

出
品
点
数　

１
人
２
点
以
内（
会
場
の
都
合

で
１
点
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
）

出
品
方
法　

町
教
育
委
員
会
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
で
、
町
教
育
委
員
会
ま
た
は

町
美
術
協
会
ま
で
提
出

申
込
締
切　
10
月
11
日（
火
）

作
品
搬
入　
10
月
27
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
３
時
〜
５
時

　
　
　
　
　
（
時
間
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
）

作
品
搬
出　
10
月
30
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
４
時
〜
５
時

　
　
　
　
　
（
時
間
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
）

搬
入
出
場　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

問 

町
美
術
協
会
事
務
局

　
　

勝
瑞
字
幸
島
17

−

47　

三
好
初
子

　
　
（
☎
６
４
１
・
１
１
８
１
）

第
26
回
藍
美
展
の
作
品
募
集
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日

時　
10
月
１
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
（
小
雨
決
行
・
大
雨
の
場
合　

　
　
　
　

翌
日
に
順
延
）

場

所　
緑
の
広
場

イ
ベ
ン
ト
内
容　

○
緑
の
広
場
で
写
生
大
会

（
お
絵
か
き
道
具
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
）

○
農
産
物
の
即
売（
開
会
式
終
了
後
販
売
）

　

藍
住
産
新
米
、
新
鮮
野
菜
、
農
産
加
工
品

各
部
会
コ
ー
ナ
ー　

　

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
パ
ッ
ト
ラ
イ
ス
、
わ
た

が
し
、
金
魚
す
く
い
等

先
着
無
料
コ
ー
ナ
ー

　

う
ど
ん（
引
換
券
は
午
前
11
時
か
ら
配
布
）

主

催　
町
自
立
経
営
農
業
振
興
会

問 

建
設
産
業
課（
☎
６
３
７
・
３
１
２
０
）

　

電
話
に
よ
る
公
証
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

相
談
内
容　
遺
言
、
任
意
後
見
契
約
、
離
婚

給
付
等
契
約
な
ど
公
証
に
関
す
る
相
談
全
般

電
話
受
付
日
時　
10
月
１
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

受
付
電
話　

徳
島
公
証
役
場　
（
☎
６
２
５
・
６
５
７
５
）

鳴
門
公
証
役
場　
（
☎
６
８
５
・
７
９
８
２
）

　

徳
島
地
方
法
務
局
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
親
し
み
を
持
っ
て
法
務
局
を
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
に
、無
料
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

時　
10
月
２
日（
日
）午
前
10
時
〜

　

午
後
３
時（
予
約
不
要
）

場

所　
ク
レ
メ
ン
ト
プ
ラ
ザ
５
階

　

ク
レ
メ
ン
ト
サ
ロ
ン

　

徳
島
市
寺
島
本
町
西
１
丁
目
61
番
地

　

☎
０
９
０
・
８
９
７
２
・
８
３
０
１（
法
務

　

局
用
携
帯
電
話
）

相
談
内
容　
登
記
・
供
託
・
戸
籍
・
国
籍
・

人
権
、
公
証
事
務（
遺
言
証
書
作
成
、
成

年
後
見
等
）に
関
す
る
相
談
全
般
や
法
的

ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談

相
談
担
当　
法
務
局
職
員
、
公
証
人
、
弁
護
士

問 

徳
島
地
方
法
務
局
総
務
課

（
☎
６
２
２
・
４
３
１
８
）

日

時　
10
月
15
日（
土
）午
前
10
時
か
ら

＊
雨
天
の
時
は
16
日（
日
）

場

所　
松
茂
町
中
喜
来
字
前
原
東
四
番
越

　
　
　
　
　

徳
島
と
く
と
く
タ
ー
ミ
ナ
ル
駐

　
　
　
　
　

車
場
横
の
畑

＊
オ
レ
ン
ジ
の
旗
が
目
印
で
す
。

参
加
費　
無
料　

定

員　
先
着
１
５
０
組

＊
会
員
と
子
育
て
中（
小
学
生
ま
で
の
子
）の

フ
ァ
ミ
リ
ー

申

込　
10
月
３
日（
月
）〜
７
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

＊
代
表
者
氏
名
・
子
ど
も
の
年
齢
・
人
数
を

お
聞
き
し
ま
す
。

○
当
日
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
近
隣
の
有

料
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
当
日
の
連
絡
先（
雨
天
時
等
の
確
認
）

　

☎
０
９
０
・
７
１
４
２
・
６
２
６
０

申
・
問 

板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー（
☎
６
９
３
・
３
０
３
３
）

催
し
・
そ
の
他

公
証
相
談

法
務
局

「
く
ら
し
の
相
談
所
」開
催

法
の
日
週
間
行
事

　
　

    

無
料
法
律
相
談

収
穫
を
楽
し
も
う
！

 

板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

　

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　

  

交
流
会

　

法
の
日
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
徳
島
地

方
裁
判
所
で
無
料
法
律
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
弁
護
士
が
皆
さ
ん
の
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日

時　
10
月
５
日（
水
）　

午
前
９
時
30

　
　
　
　
　

分
〜
午
後
３
時
30
分（
要
予
約
）

場

所　
徳
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
　
　
　
　
（
徳
島
市
徳
島
町
１

−
５
）

相
談
者　

弁
護
士（
相
談
時
間
は
お
お
む

　
　
　
　
　

ね
１
人
あ
た
り
20
分
）　　

定

員　
60
人（
午
前
30
人
、
午
後
30
人
）

申

込　
平
日　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
の
間
に
、
次
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
し
て

く
だ
さ
い
。

　

申
込
数
が
定
員
に
達
し
た
時
点
で
、
受
付

終
了
と
し
ま
す
。

申
・
問 

徳
島
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

　
　
　
　

 

庶
務
係（
☎
６
０
３
・０
１
１
１
）

高
齢
者
の
相
談
窓
口

●
高
齢
者
の
介
護
や
健
康
、
生
活
に
関
す
る

こ
と

●
高
齢
者
の
虐
待
、悪
質
な
訪
問
販
売
に
あ
っ

た
、
財
産
管
理
に
自
信
が
な
く
な
っ
た

●
近
所
の
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
心
配

　

等
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）（
☎
６
３
７
・３
１
７
５
）

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

　

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

▼
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
こ
と
じ
」

（
☎
６
９
４
・
６
６
０
６
）

▼「
オ
リ
ー
ブ
の
木
」（
☎
６
８
５
・
５
５
２
４
）

▼
保
健
セ
ン
タ
ー　
（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

●
精
神
障
害
者
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て

▼
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
「
す
み
れ
・
あ
い
ず
み
作
業
所
」

（
☎
６
９
３
・
０
０
３
２
）

農
業
振
興
祭
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「
藍
と
舞
」コ
ラ
ボ
展

　
　
　
　
　
　

藍
の
家
具　

開
催
中

　

徳
島
伝
統
産
業
で
あ
る
阿
波
藍
と
、
か
つ

て
の
日
本
三
大
産
地
で
あ
っ
た
徳
島
の
木

工
、二
つ
の
異
業
種
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
生
ま
れ
た
新
感
覚
の
家
具
、
未
来
形

藍
の
家
具
の
展
示
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日

時　
藍
の
館　

西
寝
床

主

催　
舞
工
房（
☎
０
９
０
・
４
３
３
０

・
７
１
６
９　

担
当　

多
田
）

第
１
日
曜
日　

琵
琶
演
奏
体
験

第
１
月
曜
日　

ぞ
め
き
演
奏

第
２
日
曜
日　

尺
八
演
奏

第
３
日
曜
日　

琴
演
奏
体
験
学
習

第
４
日
曜
日　

梅
若
流
民
謡
啄
穂
会

＊
各
演
奏
・
体
験
は
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

ま
で
で
す
。（
ぞ
め
き
演
奏
の
み
午
後
２
時

ま
で
）

問 

藍
の
館（
☎
６
９
２
・
６
３
１
７
）

誰
も
が
、
い
つ
で
も
、
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

日

時　
９
月
25
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら（
約
２
時
間
）

場

所　
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

内

容　
「
星
空
に
人
口
衛
星
を
追
い
か
け
て
」

　
　
　
　
　

日
本
ス
ペ
ー
ス
ガ
ー
ド
協
会　

　
　
　
　
　

橋
本　

就
安
さ
ん

定

員　
３
０
０
人

受
講
料　
無
料（
資
料
代
が
１
０
０
円
か

か
り
ま
す
）

申
・
問 

〒
７
７
９

−
０
１
０
８

　

板
野
町
犬
伏
字
東
谷
１

−

７

　

県
立
総
合
大
学
校「
ま
な
び
ー
あ
徳
島
」統

　

括
本
部
事
務
局　

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
６
７
２
・７
７
７
０
／
FAX６
７
２
・５
４

　

６
２
）

　

企
業
の
人
事
担
当
者
の
方
と
直
接
面
接
が

で
き
ま
す
。

日

時　
９
月
28
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

　
　
　
　
　
（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

場

所　

鳴
門
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

　
　
　
　
　

ン
タ
ー
２
Ｆ

対

象　
一
般
求
職
者

参
加
企
業
数　
鳴
門
市
内
の
企
業
20
社（
予
定
）

＊
参
加
無
料

＊
何
社
で
も
面
接
で
き
ま
す
。
履
歴
書
を
複

　

数
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

問 

鳴
門
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

　
　
（
☎
６
８
９
・
３
２
７
０
）

お
は
な
し
会

　

毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
〜
２
時
30
分

  

あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会   

　

９
月
28
日（
水
）、
10
月
12
日（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

井
隈
読
書
会

   
   

毎
月
第
１
木
曜
日

　

10
月
６
日　

午
前
10
時
か
ら

〈
10
月
の
課
題
図
書
〉

　
「
孤
愁
」　

新
田
次
郎

　
◎
休
館
日 

   

▼
毎
週
月
曜
日

祝
日
、
振
替
休
日

９
月
19
日（
月
）　

９
月
20
日（
火
）

９
月
23
日（
金
）　

10
月
10
日（
月
）

10
月
11
日（
火
）

図
書
整
理
日　

９
月
15
日（
木
）

問 

図
書
館（
☎
６
９
２
・
０
０
７
０
）

図
書
館
の
行
事

オ
ン
リ
ー
ワ
ン

　
　

と
く
し
ま
学
講
座

　

今
年
は
、
10
月
30
日（
日
）に
開
催
す
る
予

定
で
す
。

　

家
族
で
、
友
だ
ち
で
、
ま
た
１
人
で
も
自

由
に
楽
し
め
ま
す
。
最
近
、運
動
不
足
の
方
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
が
気
に
な
る
方
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
来
月
号
の
広
報
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問 

教
育
委
員
会　
（
☎
６
３
７
・３
１
２
８
）

あ
い
ず
み

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

就
職
面
接
会
の
実
施

●ホームゲームご案内
　9月19日（月・祝）19：30〜VS FC岐阜
　9月28日（水）19：00〜    VS ロアッソ熊本
　10月2日（日）16：00〜    VS FC東京
●試合会場
　ポカリスエットスタジアム

＊
藍
の
館
で
は
、
染
め
物
持
ち
込
み
に
よ

る
藍
染
体
験
が
で
き
ま
す
。

　

思
い
入
れ
の
あ
る
古
く
な
っ
た
洋
服（
し

み
が
付
い
た
も
の
・
黄
ば
ん
だ
も
の
）な
ど

を
藍
染
め
で
よ
み
が
え
ら
せ
て
み
ま
せ
ん

か
。
自
然
素
材
の
木
綿
・
麻
・
シ
ル
ク
は

よ
く
染
ま
り
ま
す
。

持
ち
込
み
体
験
価
格
1
g
15
円
・
シ
ル
ク

の
み
1
g
30
円
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　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康
チェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地
域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

９月16日 金 午後１時30分〜３時 東中富老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

９月21日 水 午前９時30分〜11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック
健康体操（運動指導士）

９月21日 水 午後１時30分〜３時 徳命老人憩の家 健康チェック
囲碁ボール

９月26日 月 午前９時30分〜11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
健康の話（理学療法士）

９月26日 月 午後１時30分〜３時 奥野老人憩の家 健康チェック
室内ゲーム

10月３日 月 午後１時30分〜３時 東部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

10月４日 火 午後１時30分〜３時 西部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

10月５日 水 午後１時30分〜３時 富吉老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック（血圧測定・検尿）を行っています。

問 　社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）
地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内

（氏 名） （年 齢） （住  所）

大塚　　吉孝 76歳 奥野字矢上前
西　　　邦雄 84歳 矢上字江ノ口
坂田　　茂子 83歳 勝瑞字幸島
髙田　　　典 83歳 矢上字江ノ口
木内　サトミ 91歳 富吉字富吉
森下　　博美 61歳 住吉字江端 
福村　　耕司 63歳 東中富字龍池傍示
村上　ヨシミ 88歳 東中富字朏傍示
廣永　イワコ 85歳 勝瑞字幸島
福井　　隆行 74歳 徳命字小塚
竹半　　幸夫 91歳 徳命字小塚北
坂東　　髙雄 91歳 奥野字乾

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

赤川　　莉子 （り　 こ） 女 佑 輔 ・ 真 子 徳命字名田

玉井　ことみ （こ と み） 女 元 ・ 典 子 笠木字東野

天野　　羽瑠 （う　 る） 女 雄 介 ・ 摩 弓 富吉字岸ノ下

河野　　華七 （は　 な） 女 良 晃 ・ 和 子 東中富字龍池傍示

大草　　有芽 （ゆ　 め） 女 将 弘 ・ 真 美 勝瑞字幸島

鳥羽　　煌奈 （こうだい） 男 資一郎 ・ 瑞 穂 徳命字前須西

森友　　太陽 （たいよう） 男 秀 美 ・ 佐代子 乙瀬字中田

原　　瑚乃葉 （こ の は） 女 誠 一 ・ 葉 子 勝瑞字正喜地

市原　　優空 （ゆうだい） 男 満 ・ 香 織 東中富字直道傍示

武岡　　愛真 （え　 ま） 女 崇 裕 ・ 啓 子 徳命字名田

田中　　凰雅 （お う が） 男 匠 ・ 美 憂 乙瀬字青木

藤川　　大翔 （ひ ろ と） 男 卓 矢 ・ 佐和子 徳命字前須東

中谷　　徠斗 （ら い と） 男 幸 司 ・ あゆみ 富吉字大向

溝口　　颯真 （そ う ま） 男 貴 洋 ・ 景 子 笠木字中野

鴻池　　壮來 （そ　 ら） 男 勇 樹 ・ 理 恵 徳命字新居須

橋本　　宗磨 （そ う ま） 男 将 志 ・ 洋 子 徳命字元村

久次米　優那 （ゆ　 な） 女 裕 人 ・ 克 美 徳命字名田

岡田　　洸輝 （こ う き） 男 伸 也 ・ 宏 美 笠木字中野

河村　　　澪 （み　 お） 女 ・ 操 枝 住吉字神蔵

澤田　　優生 （ゆ　 き） 女 惠 治 ・ 沙 代 富吉字中新田

紀本　　琉衣 （りゅうい） 男 宏 之 ・ 智 美 矢上字北分

堀越　　　晴 （は　 る） 男 徹 ・ 秋 住吉字神蔵

熱
風
の
め
ら
め
ら
燃
え
る
歩
道
か
な　
　
　
　

住
吉　
　
　

敬

歩
道
よ
り
青
の
点
滅
待
つ
暑
さ　
　
　
　
　
　

山
本　
　

義
子

大
夕
立
去
り
て
草
木
の
匂
い
立
つ　
　
　
　
　

安
芸　
　

節
子

夏
草
を
刈
れ
ば
路
傍
の
道
し
る
べ　
　
　
　
　

一
宮　

チ
エ
子

夏
草
や
丁
石
埋
る
札
所
道　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
ま
さ
よ
し

近
づ
け
ば
金
魚
の
尾
び
れ
水
を
け
る　
　
　
　

川
村　

ユ
キ
エ

金
魚
売
り
一
と
声
高
く
道
曲
が
る     　
　

 　

吉
田　
　

善
子

夏
草
や
日
の
出
る
迄
の
畑
仕
事　
　
　
　
　
　

近
藤　
　

与
祢

藻
の
中
に
龍
宮
城
や
金
魚
鉢　
　
　
　
　
　
　

松
岡　
　
　

乙

米
寿
と
は
思
え
ぬ
文
字
の
夏
見
舞　
　
　
　
　

村
尾　
　

芦
月

近藤　紫水　選

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
板野西部青少年補導センター

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です

8月

おくやみ申し上げます月８８
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西条北島線

徳島環状線

●はなまるうどん

●洋服の青山

●陸運局

●

エネオス
ＧＳマルナカ成長店●

サティア●

四国三郎橋▼

とくしま
耳鼻咽喉科

Ｎ

じ　  び いん こう か

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目 ： 耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科
TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店 南200m エネオスはいる

院長 棚本 洋文
（社）日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
（社）日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

予約専用電話 088-683-3381

土

●
金

●
●

木

●
●

水火

●
●

月

●
●

診察時間

（ミミハイチバン）

８：45～12：00

14：30～18：30

医療法人
健 美 会

９月２１日水曜日、午前・午後診察しております。

等々…何でもお気軽にご連絡下さい

for safety and happiness

生命保険・損害保険・無料相談

藍住町住吉字神蔵 46-2
http://www.ask-hoken.com
10:00～18:00 休日・夜間の時間帯のご予約可

名田橋 四国三郎橋

●ミニストップ

●みちよ亭

●ファミリーマートキョーエイ●

コーナン●
さい
談

名田橋 四国三郎

●ミニストップ

●みちよ亭

●ファミリーマートキョーエイ●

コーナン●

ASK

●
ケーズデンキ

株式会社

（088）
A S K

あなたの街の保険屋さん

678‒6502

後藤工業後藤 工業後藤工業

℡088-693-4515

希 望 を か た ち に ! !
鉄加工・溶接・オーダーメイド

増田クリニック
TEL：  088 - 693 - 3020
藍住町役場東500ｍ

健診・禁煙指導・予防接種承ります。
●診療科目：内科・循環器科・

心臓血管外科・ペインクリニック内科

土
○
5：30
まで

金
○
○

木
○
／

水
○
○

火
○
○

月
○
○

診療時間
午前 ９：00～12：30
午後 ２：30～６：30

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

。

　

ナ
ス
は
、
１
年
中
を
通
し
て
出
回
っ
て

い
ま
す
が
、本
来
の
旬
は
９
月
か
ら
11
月
。

夏
の
日
差
し
を
た
っ
ぷ
り
受
け
て
育
っ
た

秋
な
す
は
、
皮
が
薄
く
実
も
し
ま
っ
て
お

い
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

町
で
は
、
６
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
露

地
栽
培
が
行
わ
れ
て
お
り
、
和
風
だ
け
で

な
く
、
イ
タ
リ
ア
ン
や
中
華
料
理
に
も
合

う
野
菜
と
し
て
、
各
家
庭
の
食
卓
を
に
ぎ

わ
し
て
い
ま
す
。

　

ナ
ス
の
原
産

地
は
イ
ン
ド
。

奈
良
時
代
か
ら

全
国
で
広
く
栽

培
の
歴
史
が
あ

り
、
地
域
に
よ

っ
て
特
徴
の
あ

る
地
方
品
種
が

た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
九
州
な

ど
温
暖
な
地
域
で
は
長
ナ
ス
、
本
州
の
中

間
地
で
は
中
長
ナ
ス
、
東
北
な
ど
で
は
ナ

ス
の
成
育
に
適
し
た
気
温
に
な
る
期
間
が

短
い
た
め
に
、
栽
培
期
間
の
短
い
早
生
の

丸
ナ
ス
や
小
ナ
ス
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
丸
ナ
ス
で
は
京
都
の
賀
茂
ナ
ス
が
有

名
で
す
。
し
か
し
、
近
年
、
食
文
化
の
均

一
化
や
栽
培
が
容
易
で
様
々
な
料
理
に
利

用
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
中
長
ナ
ス
の
栽

培
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
り
、
各
地
の
風

土
に
合
わ
せ
て
長
年
栽
培
さ
れ
て
き
た
固

有
の
品
種
栽
培
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
は
残
念
で
す
。　
　
　
　
　
　

  

紫
紺
色
の
皮
に
は
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

の
一
種
で
ナ
ス
ニ
ン
と
い
う
ア
ン
ト
シ
ア

ニ
ン
系
色
素
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ア
ン
ト

シ
ア
ニ
ン
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
同
様
、
目
の

疲
労
や
視
力
の
回
復
、
血
中
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
を
下
げ
、
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
効

果
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ナ
ス
ニ
ン
の
効
能

を
生
か
す
た
め
に
皮
ご
と
調
理
す
る
こ
と

や
ナ
ス
ニ
ン
は
水
溶
性
な
の
で
水
に
さ
ら

さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

★
生
産
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

ナ
ス
は
、
煮
た
り
、
焼
い
た
り
い
ろ
い

ろ
な
食
べ
方
が
で
き
る
野
菜
で
す
。

　

夏
の
疲
れ
を
癒
や
す
に
は
お
い
し
い
ナ

ス
料
理
が
最
適
で
す
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
レ
シ
ピ
を
載
せ
て

い
ま
す
の
で
、
旬
の
ナ
ス
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

問 

建
設
産
業
課（
☎
６
３
７
・３
１
２
０
） イタリアナス（ローズビアンカ）

ナスの花

の
町
住
藍

特
産
野
菜 

ナ
　
ス
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